

































































II.　研 究 方 法
1.　対象









































































Self Esteem Scale 日本語版自尊感情尺度」4件，桜井（2000）「ローゼンバーグ自尊感情尺度日
本語版」1件であった。













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































在進行形に変更したもので，「PBL : 学習課題の発見」「PBL : 統合的学習」「PBL : 自己学習」
「PBL : 対人技能」の 4つの下位尺度各 5項目ずつ合計 20項目から構成されている。すべての下
位尺度の平均値が 2年生で最も高く，「PBL : 学習課題の発見」「PBL : 統合的学習」は他の学年
と比較して有意差が認められたと報告していた。「PBL : 統合的学習」は 1年生の平均値が他の












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































動機づけのあり方は年齢とともに変化していくことが報告されている（Lepper, M. R., Corpus, J. 
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